






















校 ( Japan Library School ; JLS) が設置された。そこでレファレンスサービ
スを教え, その後の日本の図書館界にレファレンスサービスの意義, 知識







として知られていた。F.チェニーは, 米国議会図書館 (LC) で19431945
年の間書誌作成経験がある2)。また, Wilson Library Bulletin に月刊コラム




子とともに編集し, 1952年に JLSから An annotated list of selected Japanese
reference materials (並列タイトルは『日本の参考図書解題』, 以後これを使
用。本文は英語)3) を刊行した。1955年, 弥吉光長は『参考図書の解題』4)











『図書館用語集 4 訂版』7) によると,‘解題書誌’とは 書誌的事項の











(レファレンスライブラリアン) がいても, 参考図書, レファレンストゥー
ルが無ければサービスはできない。
米国においてレファレンスワークに欠かせないレファレンストゥールの
ひとつである解題書誌は, A.クレーガー (Alice B. Kroegar, 18641909)
によって Guide to the study and use of reference books が作られ9), それは教
え子の I.マッジ (Isadore Mudge, 18751957)10) に引き継がれた。その書名







(Constance M. Winchell, 18961983) の Guide to reference books の存在が不










3. 第 2 次世界大戦直後の解題書誌
1) 日本図書館学校で作成された書誌『日本の参考図書解題』
F. チェニーはバンダービルト大学卒業後, 母校の図書館に就職し, レ
ファレンスを担当した。その後教員となり退職するまで母校で教鞭をとっ
た。19431945年に一時大学を離れ LCで働いた。そこで書誌作成に携わっ
ている。同時に, 1942年からは, Wilson Library Bulletin15) の月刊コラム記
事 ‘Current Reference Books’ の連載を始め, 1972年まで続けた。その彼







本には書誌が乏しく, 志智嘉九郎の網羅的な「reference 文献リスト｣17) に
あげられている書誌もわずかなものである。
F.チェニーは, 解題書誌実習を JLS の1952年 1 月から 2 月にかけて
「インフォメーション及び書誌資料, ならびにその取扱法」の科目で実施
した。この実習で (すなわち『日本の参考書誌解題』の) ベースとしたの





形成には, 坂西志保 (18961976)19) の関与も大きいといわれている。LC




けたという。坂西は1942年に帰国, 戦後は GHQ/SCAP (連合国軍最高司
令官総司令部) に勤務した。一方福田は1934に渡米し, 1935年ミシガン大







































性を教えたものと思われる。本国でF.チェニーは, the Profession’s Num-
ber-One Reference Reviewer と評価されている。

























さて, 共編者の文字幸子であるが, JLSにおいて, 講義に提供される文
献の抄録や英語の日本語訳などにも関わった人物である。第二次世界大戦
















































(以下, 調査団) が組織され, ロックフェラー財団の資金援助と受け皿で
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あったアメリカ図書館協会 (ALA) の協力のもと米国のレファレンスを 2
か月をかけ 7 ヵ所でのセミナーによって学ぶことになった。名称を U. S.
Field Seminar on Library Reference Services for Japanese Librarians という。
このセミナーの実現に向けて, 慶應の図書館学科に戦後すぐの時期にわ
が国に教えにきたことのあるアメリカ図書館界の関係者の努力があったこ
とは指摘しておく必要がある｡35) その人, ALAの委員長は F.チェニー












調査団は1959年10月 3 日～12月 4 日の 2か月間, アメリカ各地で主要な
図書館を視察し, また, カリフォルニア大学バークレー校, ALA, ニュー
ヨーク公共図書館など 7ヵ所で開催されたセミナー討論に出席した。80以
上の図書館を見学し, 500名余りの図書館人と会ったという。学んだテー
マは, 参考図書とそのコレクション, レファレンス・サービス, 主題別部
門化の問題点と現状, 参考質問などであった。



































の大まかな構成は, C. Winchell の Guide to Reference Books に基づき, 総
記, 人文科学, 社会科学, 科学技術, 索引となっている。なお編集委員の

















































































＊ 本稿では, 引用の旧字体を, 原則として新字体に訂正した。
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A Study on F. Cheney and
Japanese annotated bibliography:
An annotated list of selected
Japanese reference materials,
Sankotosho no kaidai,
Guide to Japanese reference Books
MAEKAWA Kazuko
In 1951 after the Second World War the Japanese library school ( JLS) was
opened in Keio university. F. Cheney taught bibliography skill in JLS. She
polished the skill in USA. In 1955 Mitsunaga Yayoshi’s bibliography was pub-
lished. F. Cheney returned to USA in 1952 and greeted the “U. S. field semi-
nar on library reference services for Japanese librarians” to learn from Japan
as a person responsible for receiving recipients in 1959. As a result of letting
them learn the current USA reference and libraries it, Guide to Japanese refer-
ence books that the main tool in Japan was born. It was in 1962. I think that
her influence was not small for the development of Japanese bibliography.
